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「みんなの願いが叶いますように!!」
素敵な七夕になりました。

「みんなの願いが叶いますように!!」
素敵な七夕になりました。
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＝

役場庁舎を新しく整備します



　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

７
月
は
強
調
月
間
で
あ
り
、
７
月

１
日
に
は
真
庭
地
区
保
護
司
会
の
方

が
新
庄
村
役
場
を
訪
問
さ
れ
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
真

庭
地
区
保
護
司
会
会
長
で
あ
る
、
高

橋
正
延
さ
ん
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
、
本

運
動
の
社
会
的
意

義
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
犯
罪
の
な

い
幸
福
な
社
会
づ

く
り
に
取
り
組
む

決
意
の
し
る
し
で

あ
る
「
幸
福
（
し

あ
わ
せ
）
の
黄
色

い
羽
根
」
の
も
と
、

多
く
の
方
々
に
本

運
動
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

７
月
１
日
付
で
、
教
育
委
員
に
千

葉
恭
子
氏
が
新
庄
村
長
よ
り
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
６
年
６
月

30
日
ま
で
で
す
。

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

　

令
和
２
年
７
月
１
日
を
も
っ
て
新

庄
村
の
香
山
修
一
さ
ん
が
、
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
皆
様
か

ら
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権
の

考
え
を
広
め
た
り
す
る
活
動
を
し
て

い
る
方
々
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の

市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
積
極

的
な
人
権
擁
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年
で

す
。
香
山
さ
ん
は
、
平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
６
月
30
日
ま
で

活
動
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　　新庁舎整備に至った経緯について
　　現在の役場本庁舎は、昭和44年（1969年）に建設されてから50年以上が経過し、老朽
化が進んでいますが、この度、次の理由により新庁舎を整備することとしました。
　・平成25年（2013年）に耐震診断を行ったところ、地震の震動と衝撃に対して倒壊す
る危険性が高いと評価されたこと。

　・耐震改修をする場合、その工事に耐えられない構造上のバランスの悪さがあり、工
事費用も高額になること。

　・現庁舎は段差や階段が多く、住民の方々にご不便をおかけしていること。
　・整備費用がある程度蓄えられたこと（庁舎整備基金の残高：４億9100万円）。
　・国の補助制度が活用できるのが今年度（令和２年度）末までであること。

　　６月定例議会において、今年度実施予定の調査・設計等の経費を計上した補正予算
案が可決されました。

　　新庄村役場庁舎整備検討委員会について
　役場では、村長の諮問機関として庁舎整備に関する検討を行っていただくため、「新
庄村役場庁舎整備検討委員会」を設置しました。
　委員会は、村議会議員２名、住民代表２名、役場庁舎のあり方について検討していた
だいた「村づくり自分ごと化会議」委員４名の計８名で構成されています。また、アド
バイザーとして、新庄村政策アドバイザーで（株）佐川旭建築研究所の佐川旭氏にも出
席していただきます。
　６月26日（金）には、役場創生センター３階大会議室において第１回の検討委員会を
開催しました。
　当日は、事務局から新庁舎整備に至った経緯や整備スケジュール等を説明し、委員の
方々から多くのご意見を頂きましたが、特に「住民アンケートを実施すべきである」と
いうご意見を受け、住民アンケートを実施することにいたしました。
　アンケートの対象者は、住民基本台帳から無作為抽出した満13歳以上の住民約200人
の方々で、７月６日（月）に役場から郵送しております。
　整備検討委員会は、年度内に５回程度開催する予定としております。

　　新庁舎整備スケジュール
　※スケジュールは予定であり、今後の状況によっては変更することがあります。

1

2

3

新庁舎整備に関する情報は、今後も広報誌に掲載していく予定です。
（総務企画課　中山）

年度 時期 項目

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

7月上旬～8月下旬
８月下旬～10月上旬
10月上旬～12月下旬
12月下旬～3月下旬

5月上旬
9月下旬
1月上旬

基本計画（構想）の策定
整備地の選定
基本設計
実施設計
工事発注
工事完成

新庁舎業務開始
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村道田浪線改良工事(堂ヶ原地内)繰越含む
　事業量　Ｌ＝291.5ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
　事業費　95,018千円

新庄小学校・中学校受変電設備改修工事
　事業量　空調設備工事に伴う増強
　事業費　11,330千円

新庄小学校・中学校空調設備設置工事
　事業量　小学校：８教室に10台
　　　　　中学校：８教室に10台
　事業費　29,732千円

海上保安学校

海上保安官募集
海上保安大学校

（インターネット申込）
7月21日（火）～7月30日（木）
（郵送・持参）
7月21日（火）～7月22日（水）

受 付 時 期

（インターネット申込）
8月27日（木）～9月7日（月）
（郵送・持参）
8月27日（木）～8月28日（金）

9月27日（日）

約340名

第１次試験日

採用予定数

10月31日（土）、11月1日（日）

約60名

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
区
長
会
が
開
催
で
き
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
各
地
区
区
長
さ
ん
か
ら

の
推
薦
方
式
で
今
年
度
の
代
表
・
副

代
表
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
代
　
表
　
坂 

本 

茂 

樹（
田
井
）

　
副
代
表
　
伊 

田 

浩 

三（
浦
手
）

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

               　

　

６
月
12
日
（
金
）
、
新
庄
村
創
生

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
に
お
い
て

「
新
庄
村
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
総
会
」
が
開
催
さ
れ
前
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
、
監
査
報
告
、

今
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
な

ど
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
新
庄
村
に
お
い
て
儲
か
る

農
業
を
実
現
す
る
た
め
農
業
活
性
化

委
員
会
の
提
言
に
基
づ
き
、
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
本

年
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中

核
と
し
た
法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
法
人
稼
働

に
向
け
、
今
後
、
農
地
の
借
受
や
作

業
受
託
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

　

７
月
３
日
（
金
）
、
野
土
路
地
内

の
旧
山
の
駅
が
、
現
在
施
設
を
利
用

し
て
い
る（
株
）F
u
l
l
b
a
c
k

に
よ
り
施
設
改
修
が
行
わ
れ
、
「
み

ず
も
り
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
村
内
を
は
じ
め
関
係
者
15

名
の
来
賓
を
迎
え
、
施
設
前
の
駐
車

場
に
て
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
施
設
で
は
施
設
の

名
称
で
あ
る
「
み
ず
も
り
」
の
名
に

あ
る
「
水
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
新

庄
村
の
豊
か
な
水
と
農
村
環
境
を
守

る
活
動
を
実
施
し
、
視
察
や
ツ
ア
ー

の
受
け
入
れ
、
研
修
等
の
事
業
を
行

い
、
新
た
な
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

繋
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
岡
山
学
習

セ
ン
タ
ー
（
０
８
６
‐
２
５
４
‐
９

２
４
０
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
31

日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
15
日
ま
で
。

○
募
集
種
目

　

一
般
曹
候
補
生
・
航
空
学
生
・
自

衛
官
候
補
生

○
内
容
・
受
付
期
間
等

　

各
種
目
で
異
な
り
ま
す
。
自
衛
隊

岡
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
記
Ｑ
Ｒ
を
ご

利
用
下
さ
い
）。

 　

ま
た
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部 

津
山
出
張
所
（
℡
０
８
６
８
―

２
２
―
５
６
３
７
）
ま
で
。

新庄村職員採用試験を実施します
試  験  日：令和２年９月２０日（日）　　試験会場：新庄村役場
受付期間：７月２７日（月）～８月３１日（月）
試験案内、申込書の配布場所：新庄村役場総務企画課
　

試験職種

一般事務（初級）

採用予定人員

若干名

受験資格
昭和５５年４月２日以降に生まれ、令和３年３月までに
高等学校を卒業した者及び卒業する見込みの者

令和３年４月採用

※新庄村のホームページからダウンロードできます

令
和
２
年
度
区
長
代
表

  
副
代
表
が
決
ま
り
ま
し
た

新
庄
村
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

　
　

       

セ
ン
タ
ー
総
会

山
の
駅

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

放
送
大
学

　

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

                    

防
衛
省

令和元年度  主  要  工  事

（4）令和2年7月20日発行第461号 広 報 新 庄（5）令和2年7月20日発行 第461号広 報 新 庄



村道田浪線改良工事(堂ヶ原地内)繰越含む
　事業量　Ｌ＝291.5ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
　事業費　95,018千円

新庄小学校・中学校受変電設備改修工事
　事業量　空調設備工事に伴う増強
　事業費　11,330千円

新庄小学校・中学校空調設備設置工事
　事業量　小学校：８教室に10台
　　　　　中学校：８教室に10台
　事業費　29,732千円

海上保安学校

海上保安官募集
海上保安大学校

（インターネット申込）
7月21日（火）～7月30日（木）
（郵送・持参）
7月21日（火）～7月22日（水）

受 付 時 期

（インターネット申込）
8月27日（木）～9月7日（月）
（郵送・持参）
8月27日（木）～8月28日（金）

9月27日（日）

約340名

第１次試験日

採用予定数

10月31日（土）、11月1日（日）

約60名

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
区
長
会
が
開
催
で
き
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
各
地
区
区
長
さ
ん
か
ら

の
推
薦
方
式
で
今
年
度
の
代
表
・
副

代
表
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
代
　
表
　
坂 

本 

茂 

樹（
田
井
）

　
副
代
表
　
伊 

田 

浩 

三（
浦
手
）

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

               　

　

６
月
12
日
（
金
）
、
新
庄
村
創
生

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
に
お
い
て

「
新
庄
村
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
総
会
」
が
開
催
さ
れ
前
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
、
監
査
報
告
、

今
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
な

ど
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
新
庄
村
に
お
い
て
儲
か
る

農
業
を
実
現
す
る
た
め
農
業
活
性
化

委
員
会
の
提
言
に
基
づ
き
、
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
本

年
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中

核
と
し
た
法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
法
人
稼
働

に
向
け
、
今
後
、
農
地
の
借
受
や
作

業
受
託
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

　

７
月
３
日
（
金
）
、
野
土
路
地
内

の
旧
山
の
駅
が
、
現
在
施
設
を
利
用

し
て
い
る（
株
）F
u
l
l
b
a
c
k

に
よ
り
施
設
改
修
が
行
わ
れ
、
「
み

ず
も
り
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
村
内
を
は
じ
め
関
係
者
15

名
の
来
賓
を
迎
え
、
施
設
前
の
駐
車

場
に
て
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
施
設
で
は
施
設
の

名
称
で
あ
る
「
み
ず
も
り
」
の
名
に

あ
る
「
水
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
新

庄
村
の
豊
か
な
水
と
農
村
環
境
を
守

る
活
動
を
実
施
し
、
視
察
や
ツ
ア
ー

の
受
け
入
れ
、
研
修
等
の
事
業
を
行

い
、
新
た
な
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

繋
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
岡
山
学
習

セ
ン
タ
ー
（
０
８
６
‐
２
５
４
‐
９

２
４
０
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
31

日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
15
日
ま
で
。

○
募
集
種
目

　

一
般
曹
候
補
生
・
航
空
学
生
・
自

衛
官
候
補
生

○
内
容
・
受
付
期
間
等

　

各
種
目
で
異
な
り
ま
す
。
自
衛
隊

岡
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
記
Ｑ
Ｒ
を
ご

利
用
下
さ
い
）。

 　

ま
た
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部 

津
山
出
張
所
（
℡
０
８
６
８
―

２
２
―
５
６
３
７
）
ま
で
。

新庄村職員採用試験を実施します
試  験  日：令和２年９月２０日（日）　　試験会場：新庄村役場
受付期間：７月２７日（月）～８月３１日（月）
試験案内、申込書の配布場所：新庄村役場総務企画課
　

試験職種

一般事務（初級）

採用予定人員

若干名

受験資格
昭和５５年４月２日以降に生まれ、令和３年３月までに
高等学校を卒業した者及び卒業する見込みの者

令和３年４月採用

※新庄村のホームページからダウンロードできます

令
和
２
年
度
区
長
代
表

  

副
代
表
が
決
ま
り
ま
し
た

新
庄
村
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

　
　

       

セ
ン
タ
ー
総
会

山
の
駅

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

放
送
大
学

　

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

                    

防
衛
省

令和元年度  主  要  工  事

（4）令和2年7月20日発行第461号 広 報 新 庄（5）令和2年7月20日発行 第461号広 報 新 庄



（6）令和2年7月20日発行第461号 広 報 新 庄（7）令和2年7月20日発行 第461号広 報 新 庄

日
か
ら
令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
。

申
請
さ
れ
る
場
合
は
、添
付
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、住
民
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、再
び
感
染
が
拡
大
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う「
新
し
い
生
活
様

式
」を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

○
手
洗
い
は
30
秒
か
け
て
石
け
ん
で
丁
寧
に

　

う
が
い
も
忘
れ
ず
に
。ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
も
効
果
的
で
す
。

○
会
話
を
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用

　

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
時
は
、こ

ま
め
に
水
分
を
補
給
し
、熱
中
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
人
と
の
間
隔
を
確
保

　
　
　
（
で
き
る
だ
け
２
メ
ー
ト
ル
）

　

引
き
続
き
、密
閉
・
密
集
・
密
接
の

「
３
密
」は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
に
も
、毎
朝
の
健
康
チ
ェッ

ク
、買
い
物
は
少
人
数
で
す
い
た
時
間

に
行
く
、感
染
が
流
行
し
て
い
る
地
域

へ
の
移
動
は
控
え
る
な
ど
、一
人
ひ
と
り

が
心
が
け
る
こ
と
で
感
染
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。引
き
続
き
感
染
予

防
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課　

有
吉
）

７
月
の
納
税

固
定
資
産
税　

（
２
期
）

国
保
税　
　
　

（
２
期
）

　
　

納
期
限　

７
月
31
日
（
金
）

年  

金  

相  

談

　

健
康
ま
つ
り
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン・
胃
が
ん・
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
方（
40
歳
以
上
）を
対

象
に
、追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

○
実
施
日　

　

令
和
２
年
８
月
29
日
（
土
）

○
場
所
・
時
間

・
カ
ケ
住
宅
横
バ
ス
停
広
場

　

午
前
７
時
30
分
〜
８
時
ま
で

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
ま
で

○
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
物
（
無
い

方
は
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

【
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
】

　

結
核
・
肺
が
ん
検
診
受
診
票（
む
ら

さ
き
色
）

【
胃
が
ん
検
診
】

　

胃
が
ん
検
診
受
診
票（
み
ど
り
色
）

【
大
腸
が
ん
検
診
】

　

大
腸
が
ん
検
診
受
診
票（
茶
色
）、

大
腸
が
ん
検
診
容
器（
み
ど
り
色
袋
）

○
注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と

・
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
検
査
当

日
は
絶
飲
・
絶
食
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

前
日
は
検
査
の
10
時
間
前
ま
で
に
夕

食
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

水
に
限
っ
て
は
コ
ッ
プ
１
杯（
２
０
０
ｍℓ

程
度
）ま
で
、検
査
の
３
時
間
前
ま
で

飲
ん
で
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん（
夏

場
は
熱
中
症
予
防
の
た
め
２
時
間
前

ま
で
）。

・
大
腸
が
ん
検
診
は
当
日
容
器
の
回

収
を
行
い
ま
す
。
容
器
が
お
手
元
に

無
い
方
は
住
民
福
祉
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当

日
提
出
が
困
難
な
方
は
、
回
収
予
備

日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

<

大
腸
が
ん
検
診
容
器
回
収
予
備
日>

　

８
月
31
日（
月
）８
時
30
分
〜
12
時

ま
で
に
役
場
創
生
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。玄
関
付
近
の
箱
に
、容

器
と
受
診
票
を
お
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、一
年
に
一

回
検
診
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
推
奨

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
た
村
内
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
に
役
場
が
発
行
し
た「
新

庄
村
民
間
事
業
者
支
援
券
」に
つ
い

て
、使
用
で
き
る
対
象
事
業
者
を
追
加

し
ま
し
た
。

◆
食
料
品「
水
路
珈
琲
」（
旭
町
地
区
）

　

支
援
券
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、役
場
産
業
建
設
課
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
産
業
建
設
課　

小
畑
）

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

８
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

８
月
13
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

８
月
27
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

0
8
6
8
･
3
1
･
2
3
6
0

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
下
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
　

大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る

　
　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の

　
　

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

　
　

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
２
年
６
月
受
付
分

５月期の交通事故発生状況
村　　内

区　分
5月期 5月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0
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3

0
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14
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事　
　

故

（総務企画課　中川）

健
康
ま
つ
り
等
で
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン・胃
が
ん・大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
へ

　

毎
年
９
月
14
日
に
開
催
し
て
お
り

ま
し
た
、花
火
大
会
・
盆
踊
り
大
会

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
今
年
９
月
13
日（
日
）に
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
合
同
運
動

会
に
つ
い
て
も
同
様
の
理
由
に
よ
り
中

止
と
し
ま
す
。

　

な
お
、保
育
所
、小
中
学
校
の
運
動

会
は
、感
染
予
防
、時
間
短
縮
等
対

策
の
上
、開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆

様
や
開
催
に
関
わ
る
関
係
者
の
方
々

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
（
産
業
建
設
課・教
育
委
員
会
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、次
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、国
保

税
が
減
免
と
な
り
ま
す
。

①
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、

又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

の
方

　
　
　
　
　
　
　
　  

↓
全
額
免
除

②
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少

　
（
※
）が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　  

↓
一
部
減
免

（
※
）一
部
減
免
の
具
体
的
な
要
件

（1）
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な
ど
、収

入
の
種
類
ご
と
に
見
た
い
ず
れ
か

が
、前
年
に
比
べ
て
10
分
の
3
以
上

減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

（2）
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
1
0
0
0

　

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

（3）
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類
の

所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合

計
が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

◎
減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
、令
和
元

年
度
及
び
令
和
2
年
度
に
課
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、令
和
2
年
2
月
1
日

か
ら
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
納
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
国
保

税
で
す
。

◎
主
た
る
生
計
維
持
者
と
は
、基
本

的
に
世
帯
主
を
指
し
ま
す
。

◎
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、収
入
を
証
明

す
る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
住
民
福
祉
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

①
保
険
料
の
減
免

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、そ
の
者
の
属
す
る
世
帯
の
主
た
る

生
計
維
持
者
が
死
亡
、ま
た
は
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
場
合
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

↓
全
額
免
除

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、主
た
る
生
計
維
持
者
の

事
業
収
入
、不
動
産
収
入
、山
林
収

入
、給
与
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
場
合
。

　
　
　
　
　

↓
計
算
式
に
よ
り
減
額

※
減
額
対
象
と
な
る
保
険
料
は
、令

和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
。申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

添
付
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

②
傷
病
手
当
金
の
支
給

・
被
用
者
と
し
て
給
与
等
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
者
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
、ま
た
は
感
染

が
疑
わ
れ
、そ
の
た
め
に
４
日
以
上
仕

事
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
。

　
　
　
　
　
↓
計
算
式
に
よ
り
支
給

※
適
用
期
間
は
、令
和
２
年
１
月
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

感
染
症
に
負
け
な
い
新
た
な

生
活
様
式
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

新
庄
村
民
間
事
業
者
支
援
券
を

使
用
で
き
る
事
業
者
の
追
加

花
火
大
会・盆
踊
り
大
会・

合
同
運
動
会
中
止
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
減
免
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報

〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
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日
か
ら
令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
。

申
請
さ
れ
る
場
合
は
、添
付
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、住
民
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、再
び
感
染
が
拡
大
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う「
新
し
い
生
活
様

式
」を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

○
手
洗
い
は
30
秒
か
け
て
石
け
ん
で
丁
寧
に

　

う
が
い
も
忘
れ
ず
に
。ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
も
効
果
的
で
す
。

○
会
話
を
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用

　

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
時
は
、こ

ま
め
に
水
分
を
補
給
し
、熱
中
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
人
と
の
間
隔
を
確
保

　
　
　
（
で
き
る
だ
け
２
メ
ー
ト
ル
）

　

引
き
続
き
、密
閉
・
密
集
・
密
接
の

「
３
密
」は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
に
も
、毎
朝
の
健
康
チ
ェッ

ク
、買
い
物
は
少
人
数
で
す
い
た
時
間

に
行
く
、感
染
が
流
行
し
て
い
る
地
域

へ
の
移
動
は
控
え
る
な
ど
、一
人
ひ
と
り

が
心
が
け
る
こ
と
で
感
染
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。引
き
続
き
感
染
予

防
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課　

有
吉
）

７
月
の
納
税

固
定
資
産
税　

（
２
期
）

国
保
税　
　
　

（
２
期
）

　
　

納
期
限　

７
月
31
日
（
金
）

年  

金  

相  

談

　

健
康
ま
つ
り
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン・
胃
が
ん・
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
方（
40
歳
以
上
）を
対

象
に
、追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

○
実
施
日　

　

令
和
２
年
８
月
29
日
（
土
）

○
場
所
・
時
間

・
カ
ケ
住
宅
横
バ
ス
停
広
場

　

午
前
７
時
30
分
〜
８
時
ま
で

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
ま
で

○
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
物
（
無
い

方
は
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

【
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
】

　

結
核
・
肺
が
ん
検
診
受
診
票（
む
ら

さ
き
色
）

【
胃
が
ん
検
診
】

　

胃
が
ん
検
診
受
診
票（
み
ど
り
色
）

【
大
腸
が
ん
検
診
】

　

大
腸
が
ん
検
診
受
診
票（
茶
色
）、

大
腸
が
ん
検
診
容
器（
み
ど
り
色
袋
）

○
注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と

・
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
検
査
当

日
は
絶
飲
・
絶
食
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

前
日
は
検
査
の
10
時
間
前
ま
で
に
夕

食
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

水
に
限
っ
て
は
コ
ッ
プ
１
杯（
２
０
０
ｍℓ

程
度
）ま
で
、検
査
の
３
時
間
前
ま
で

飲
ん
で
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん（
夏

場
は
熱
中
症
予
防
の
た
め
２
時
間
前

ま
で
）。

・
大
腸
が
ん
検
診
は
当
日
容
器
の
回

収
を
行
い
ま
す
。
容
器
が
お
手
元
に

無
い
方
は
住
民
福
祉
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当

日
提
出
が
困
難
な
方
は
、
回
収
予
備

日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

<

大
腸
が
ん
検
診
容
器
回
収
予
備
日>

　

８
月
31
日（
月
）８
時
30
分
〜
12
時

ま
で
に
役
場
創
生
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。玄
関
付
近
の
箱
に
、容

器
と
受
診
票
を
お
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、一
年
に
一

回
検
診
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
推
奨

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
た
村
内
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
に
役
場
が
発
行
し
た「
新

庄
村
民
間
事
業
者
支
援
券
」に
つ
い

て
、使
用
で
き
る
対
象
事
業
者
を
追
加

し
ま
し
た
。

◆
食
料
品「
水
路
珈
琲
」（
旭
町
地
区
）

　

支
援
券
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、役
場
産
業
建
設
課
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
産
業
建
設
課　

小
畑
）

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

８
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

８
月
13
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

８
月
27
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

0
8
6
8
･
3
1
･
2
3
6
0

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
下
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
　

大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る

　
　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の

　
　

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

　
　

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
２
年
６
月
受
付
分

５月期の交通事故発生状況
村　　内

区　分
5月期 5月期 本年の累計本年の累計

真庭市内
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事　
　

故

（総務企画課　中川）

健
康
ま
つ
り
等
で
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン・胃
が
ん・大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
へ

　

毎
年
８
月
14
日
に
開
催
し
て
お
り

ま
し
た
、花
火
大
会
・
盆
踊
り
大
会

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
今
年
９
月
13
日（
日
）に
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
合
同
運
動

会
に
つ
い
て
も
同
様
の
理
由
に
よ
り
中

止
と
し
ま
す
。

　

な
お
、保
育
所
、小
中
学
校
の
運
動

会
は
、感
染
予
防
、時
間
短
縮
等
対

策
の
上
、開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆

様
や
開
催
に
関
わ
る
関
係
者
の
方
々

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
（
産
業
建
設
課・教
育
委
員
会
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、次
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、国
保

税
が
減
免
と
な
り
ま
す
。

①
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、

又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

の
方

　
　
　
　
　
　
　
　  

↓
全
額
免
除

②
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少

　
（
※
）が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　  

↓
一
部
減
免

（
※
）一
部
減
免
の
具
体
的
な
要
件

（1）
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な
ど
、収

入
の
種
類
ご
と
に
見
た
い
ず
れ
か

が
、前
年
に
比
べ
て
10
分
の
3
以
上

減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

（2）
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
1
0
0
0

　

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

（3）
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類
の

所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合

計
が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

◎
減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
、令
和
元

年
度
及
び
令
和
2
年
度
に
課
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、令
和
2
年
2
月
1
日

か
ら
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
納
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
国
保

税
で
す
。

◎
主
た
る
生
計
維
持
者
と
は
、基
本

的
に
世
帯
主
を
指
し
ま
す
。

◎
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、収
入
を
証
明

す
る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
住
民
福
祉
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

①
保
険
料
の
減
免

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、そ
の
者
の
属
す
る
世
帯
の
主
た
る

生
計
維
持
者
が
死
亡
、ま
た
は
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
場
合
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

↓
全
額
免
除

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、主
た
る
生
計
維
持
者
の

事
業
収
入
、不
動
産
収
入
、山
林
収

入
、給
与
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
場
合
。

　
　
　
　
　

↓
計
算
式
に
よ
り
減
額

※
減
額
対
象
と
な
る
保
険
料
は
、令

和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
。申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

添
付
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

②
傷
病
手
当
金
の
支
給

・
被
用
者
と
し
て
給
与
等
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
者
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
、ま
た
は
感
染

が
疑
わ
れ
、そ
の
た
め
に
４
日
以
上
仕

事
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
。

　
　
　
　
　
↓
計
算
式
に
よ
り
支
給

※
適
用
期
間
は
、令
和
２
年
１
月
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

感
染
症
に
負
け
な
い
新
た
な

生
活
様
式
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

新
庄
村
民
間
事
業
者
支
援
券
を

使
用
で
き
る
事
業
者
の
追
加

花
火
大
会・盆
踊
り
大
会・

合
同
運
動
会
中
止
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
減
免
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報

〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
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７
月
か
ら
す
べ
て
の
小
売
店
で
の
レ

ジ
袋
が
有
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
福
祉
課
で
は
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
エ
コ
バ
ッ
ク

の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ

イ
バ
ッ
ク
が
ほ
し
い
と
い
う
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
数
に
限
り
は
あ

り
ま
す
が
、
窓
口
で
お
渡
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
っ
た

買
い
物
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
マ
イ

バ
ッ
ク
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
家
庭
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

藤
井
）

　

８
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
新
し

い
保
険
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
国
保

加
入
者
の
い
る
世
帯
に
は
、
７
月
中
に

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
下
さ
い
。

　

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
誤
っ
て

使
用
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
破
棄
し

て
い
た
だ
く
か
、
住
民
福
祉
課
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

国
保
の
加
入
者

（
0
歳
〜
74
歳
の
方
が
対
象
で
す
）

＊
自
営
業
者
、
農
業
・
漁
業
従
事
者

＊
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

　

や
め
た
方

　

美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
斉
清
掃

活
動
（
ク
リ
ー
ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま

す
。

　

皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
　
時

　

８
月
２
日
（
日
）

　

午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

場
　
所

　

村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

内
　
容　

　

空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙
く
ず

等
可
燃
物
の
収
集

収
集
場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

※
午
前
10
時
ま
で
に
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
小
雨
決
行
（
中
止
の
場
合
は
告
知
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

※
ゴ
ミ
は
分
別
し
、
空
き
缶
・
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

※
今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配
付
し

ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
袋
等
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

藤
井
）

＊
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

＊
３
ヶ
月
を
超
え
る
在
留
資
格
が
決
定

さ
れ
た
方
、
住
民
票
を
お
持
ち
の
外

国
人

※
就
職
な
ど
に
よ
り
社
会
保
険
に
加
入

し
て
も
、
国
保
の
資
格
が
自
動
的
に

無
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住

民
福
祉
課
で
資
格
喪
失
の
届
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
に
加
入
し
た
後
で
、
国
保

の
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場

合
、
新
庄
村
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
（
税
）
が
二
重
払

い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　

毎
年
５
月
に
行
っ
て
い
た
赤
十
字
の

募
金
活
動
で
す
が
、
緊
急
事
態
宣
言
等

の
状
況
を
ふ
ま
え
、
今
年
は
７
月
か
ら

の
実
施
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
地
震
、
豪
雨

な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、
救
護
班
の
派

遣
や
物
資
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
救
急
法
の
講
習
会
や
健
康
に
関

す
る
講
演
会
、
海
外
で
の
救
援
活
動
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庄
村
に
も
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
、

毛
布
や
、
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
等
が
入

っ
た
緊
急
セ
ッ
ト
な
ど
、
救
援
物
資
が

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風
接
近
時
に
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
設
営
さ
れ
る
避

難
所
で
使
用
し
て
い
た
だ
く
毛
布
は
、

毎
回
赤
十
字
社
か
ら
無
償
で
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
２
月
に

は
、
赤
十
字
救
護
車
両
一
台
が
役
場
に

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
赤
十
字
会
員

の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
会
費

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
庄

村
で
は
昨
年
の
運
動
月
間
を
通
じ
、
18

万
９
１
１
４
円
の
会
費
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
、
会
費
納
入
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

お
盆
が
近
づ
き
、
お
墓
参
り
の
時
や

仏
壇
な
ど
に
お
い
て
、
火
を
使
う
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
火
災
や
火
傷
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

真
庭
圏
域
で
は
、
仏
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク

に
よ
る
火
災
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
火
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
必

ず
火
を
消
し
て
、
最
後
ま
で
責
任
を
持

っ
て
安
全
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
外
出
す
る
際
に
は
、
火
の
元
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　※現在お持ちの被保険者証の有効期限は令和２年７月３１日です。

　新しい後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）
は、７月下旬に送付いたします。８月以降に医療機関
などで受診される際には、必ず新しい被保険者証を窓
口に提示してください。
　
○一部負担金の割合の見直し
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、
所得区分に応じて決まります。所得区分は前年の所得
によるため、割合が変更になる場合があります。

【一部負担金の割合】
　　  現　役　並　み　所　得　者　･･･　３割
　　   一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ　･･･　１割

【所得区分】

【問合せ先】
　新庄村役場住民福祉課　　電話（０８６７）５６－２６４６
　岡山県後期高齢者医療広域連合　　電話（０８６）２４５－００９０

【後期高齢者医療】75歳以上の方が対象です。
被保険者証の更新について

見本

見本

※新しい被保険者証はクリーム色です。

住民税の課税所得（各種控除後）が１４５万円以上の被保険者及び同世帯の
被保険者※。
ただし、次の要件に該当する場合には、申請により１割負担となります。
・世帯内の被保険者が１人であり、収入額が３８３万円未満
・世帯内の被保険者が２人以上であり、収入額の合計が５２０万円未満
・世帯内の被保険者が１人で、世帯内の７０歳以上７５歳未満の人も含めた
　収入額の合計が５２０万円未満
※昭和２０年１月２日以降生まれの被保険者及びその属する世帯の被保険者
　については、旧ただし書き所得（総所得から基礎控除３３万円を差し引い
　た額）の合計が２１０万円以下の場合は１割負担となります。
現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人
世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）
・世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得（年金の所得控除額は８０
　万円として計算）が０円となる人
・世帯の全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人

現 役 並 み
所 得 者

一 般
低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
お
知
ら
せ

レ
ジ
袋
の
有
料
化
が

　
　
　  

始
ま
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
に

　
加
入
し
て
い
る
皆
様
へ

赤
十
字
活
動
資
金

　
　
　
　
募
集
に
つ
い
て

火
の
使
用
に
は

   

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

            

真
庭
市
消
防
本
部
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７
月
か
ら
す
べ
て
の
小
売
店
で
の
レ

ジ
袋
が
有
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
福
祉
課
で
は
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
エ
コ
バ
ッ
ク

の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ

イ
バ
ッ
ク
が
ほ
し
い
と
い
う
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
数
に
限
り
は
あ

り
ま
す
が
、
窓
口
で
お
渡
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
っ
た

買
い
物
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
マ
イ

バ
ッ
ク
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
家
庭
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

藤
井
）

　

８
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
新
し

い
保
険
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
国
保

加
入
者
の
い
る
世
帯
に
は
、
７
月
中
に

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
下
さ
い
。

　

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
誤
っ
て

使
用
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
破
棄
し

て
い
た
だ
く
か
、
住
民
福
祉
課
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

国
保
の
加
入
者

（
0
歳
〜
74
歳
の
方
が
対
象
で
す
）

＊
自
営
業
者
、
農
業
・
漁
業
従
事
者

＊
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

　

や
め
た
方

　

美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
斉
清
掃

活
動
（
ク
リ
ー
ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま

す
。

　

皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
　
時

　

８
月
２
日
（
日
）

　

午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

場
　
所

　

村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

内
　
容　

　

空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙
く
ず

等
可
燃
物
の
収
集

収
集
場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

※
午
前
10
時
ま
で
に
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
小
雨
決
行
（
中
止
の
場
合
は
告
知
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

※
ゴ
ミ
は
分
別
し
、
空
き
缶
・
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

※
今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配
付
し

ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
袋
等
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

藤
井
）

＊
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

＊
３
ヶ
月
を
超
え
る
在
留
資
格
が
決
定

さ
れ
た
方
、
住
民
票
を
お
持
ち
の
外

国
人

※
就
職
な
ど
に
よ
り
社
会
保
険
に
加
入

し
て
も
、
国
保
の
資
格
が
自
動
的
に

無
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住

民
福
祉
課
で
資
格
喪
失
の
届
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
に
加
入
し
た
後
で
、
国
保

の
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場

合
、
新
庄
村
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
（
税
）
が
二
重
払

い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　

毎
年
５
月
に
行
っ
て
い
た
赤
十
字
の

募
金
活
動
で
す
が
、
緊
急
事
態
宣
言
等

の
状
況
を
ふ
ま
え
、
今
年
は
７
月
か
ら

の
実
施
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
地
震
、
豪
雨

な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、
救
護
班
の
派

遣
や
物
資
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
救
急
法
の
講
習
会
や
健
康
に
関

す
る
講
演
会
、
海
外
で
の
救
援
活
動
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庄
村
に
も
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
、

毛
布
や
、
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
等
が
入

っ
た
緊
急
セ
ッ
ト
な
ど
、
救
援
物
資
が

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風
接
近
時
に
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
設
営
さ
れ
る
避

難
所
で
使
用
し
て
い
た
だ
く
毛
布
は
、

毎
回
赤
十
字
社
か
ら
無
償
で
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
２
月
に

は
、
赤
十
字
救
護
車
両
一
台
が
役
場
に

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
赤
十
字
会
員

の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
会
費

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
庄

村
で
は
昨
年
の
運
動
月
間
を
通
じ
、
18

万
９
１
１
４
円
の
会
費
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
、
会
費
納
入
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

お
盆
が
近
づ
き
、
お
墓
参
り
の
時
や

仏
壇
な
ど
に
お
い
て
、
火
を
使
う
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
火
災
や
火
傷
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

真
庭
圏
域
で
は
、
仏
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク

に
よ
る
火
災
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
火
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
必

ず
火
を
消
し
て
、
最
後
ま
で
責
任
を
持

っ
て
安
全
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
外
出
す
る
際
に
は
、
火
の
元
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　※現在お持ちの被保険者証の有効期限は令和２年７月３１日です。

　新しい後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）
は、７月下旬に送付いたします。８月以降に医療機関
などで受診される際には、必ず新しい被保険者証を窓
口に提示してください。
　
○一部負担金の割合の見直し
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、
所得区分に応じて決まります。所得区分は前年の所得
によるため、割合が変更になる場合があります。

【一部負担金の割合】
　　  現　役　並　み　所　得　者　･･･　３割
　　   一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ　･･･　１割

【所得区分】

【問合せ先】
　新庄村役場住民福祉課　　電話（０８６７）５６－２６４６
　岡山県後期高齢者医療広域連合　　電話（０８６）２４５－００９０

【後期高齢者医療】75歳以上の方が対象です。
被保険者証の更新について

見本

見本

※新しい被保険者証はクリーム色です。

住民税の課税所得（各種控除後）が１４５万円以上の被保険者及び同世帯の
被保険者※。
ただし、次の要件に該当する場合には、申請により１割負担となります。
・世帯内の被保険者が１人であり、収入額が３８３万円未満
・世帯内の被保険者が２人以上であり、収入額の合計が５２０万円未満
・世帯内の被保険者が１人で、世帯内の７０歳以上７５歳未満の人も含めた
　収入額の合計が５２０万円未満
※昭和２０年１月２日以降生まれの被保険者及びその属する世帯の被保険者
　については、旧ただし書き所得（総所得から基礎控除３３万円を差し引い
　た額）の合計が２１０万円以下の場合は１割負担となります。
現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人
世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）
・世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得（年金の所得控除額は８０
　万円として計算）が０円となる人
・世帯の全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人

現 役 並 み
所 得 者

一 般
低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
お
知
ら
せ

レ
ジ
袋
の
有
料
化
が

　
　
　  

始
ま
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
に

　
加
入
し
て
い
る
皆
様
へ

赤
十
字
活
動
資
金

　
　
　
　
募
集
に
つ
い
て

火
の
使
用
に
は

   

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

            

真
庭
市
消
防
本
部



　

５
月
29
日
（
金
）
に
今
年
度
第
１

回
目
の
理
事
会
を
開
催
し
、
令
和
元

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
・
令
和

２
年
度
収
支
補
正
（
第
１
号
）
案
・

定
時
評
議
員
会
の
日
程
等
を
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
11
日
（
木
）
に
は
、

評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
元
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
・
令
和
２
年
度
収

支
補
正
（
第
１
号
）
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

手
作
り
雑
巾
を
い
た
だ
き
ま
し
た

  

有
志
で
サ
ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い

る
『
げ
ん
き
か
い
』
の
皆
様
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
手
作
り
雑
巾
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
、

さ
く
ら
の
里
等

で
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

６
月
は
口
と
歯
の
予
防
週
間
で
し

た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
食
後
の

歯
磨
き
や
、
義
歯
洗
浄
を
行
い
、
口

腔
内
の
清
潔
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

口
の
中
を
清
潔
に
す
る
事
は
、
歯

や
口
の
病
気
を
予
防
し
、
異
物
を
誤

っ
て
飲
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
や

認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

残
存
歯
の
あ
る
利
用
者
様
に
は
、
歯

科
診
療
所
の
協
力
の
も
と
、
虫
歯
予

防
に
効
果
の
あ
る
フ
ッ
素
を
使
用
し

た
う
が
い
を
行
い
、
ま
た
、
食
事
の

前
に
食
べ
物
を
飲
み
込
み
や
す
く
す

る
口
腔
体
操
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
で
、
利
用

者
様
が
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食
事

が
で
き
る
喜
び
や
、
生
き
が
い
に
つ

な
が
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

み
を
続
け
て
、
利
用
者
様
の
健
康
維

持
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　　

梅
が
美
味
し
い
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
く
ら
の
里
で
は
利
用
者

の
皆
様
と
一
緒
に
梅
の
シ
ロ
ッ
プ
漬

け
、
サ
ワ
ー
漬
け
、
そ
し
て
梅
干
し

を
作
り
ま
し
た
。
梅
干
し
は
、
現
在

塩
漬
け
に
し
て
あ
り
、
土
用
を
待
っ

て
、
干
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
ロ
ッ
プ
漬
け
と
サ
ワ
ー
漬
け
は
完

成
し
た
の
で
、
「
利
き
酒
」
な
ら
ぬ

「
利
き
梅
ド
リ
ン
ク
」
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
酸
っ
ぱ
い
物
を
好
ま

れ
る
方
も
お
ら
れ
れ
ば
、
梅
を
見
る

だ
け
で
、
顔
を
し
か
め
ら
れ
る
方
も

お
ら
れ
、
意
見
は
様
々
で
し
た
が
、

シ
ロ
ッ
プ
漬
け
の
方
が
甘
く
、
人
気

が
あ
り
ま
し
た
。

　

梅
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
お
り
、
疲
労
回
復
効
果
が
あ
り

ま
す
。
今
年
の
夏
は
、
梅
ド
リ
ン
ク

で
し
っ
か
り
と
水
分
補
給
を
し
て
、

暑
い
時
期
を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
紹
介

さ
く
ら
の
里
の
活
動

jjjj
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

５
６―

２
０
０
１

　

前
回
の
広
報
誌
で
は
紫
外
線
対
策
の

お
話
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
紫
外
線
と

関
連
の
あ
る
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
」
の
お
話

を
し
ま
す
。
紫
外
線
は
体
内
で
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
の
合
成
を
助
け
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
主
な
効
果
】

①
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
の
調
整

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
体
内
へ
の
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
不
足
す
る
と
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
量
が
減
少
し
て
骨
が

弱
く
な
り
、
骨
折
の
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
筋
力
の
向
上

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
は
、
筋
肉
中
の
タ
ン

パ
ク
質
の
合
成
を
促
進
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
筋
力
の
向
上
に
よ
り
、
高
齢

者
の
方
の
転
倒
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
不
足
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
妊
婦
へ
の
影
響
】

　

妊
婦
さ
ん
に
お
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の

不
足
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
将
来
の
骨
量

（
骨
の
密
度
）
が
低
下
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
摂
取
方
法
】

①
食
事
か
ら

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
摂
取
は
、
ま
ず
は
食

事
か
ら
が
基
本
で
す
。
食
品
と
し
て
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む
も
の
は
、
「
魚

類
」
と
「
き
の
こ
類
」
で
す
。
こ
れ
ら

の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
毎
日
の
食
事
に

含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足

に
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
紫
外
線
か
ら

　

食
事
か
ら
の
摂
取
の
み
で
は
不
足
気

味
に
な
り
ま
す
の
で
、
日
光
浴
に
よ
る

合
成
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線
を
浴
び
る
こ

と
で
、
皮
膚
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
合
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
陰
で
30
分

程
度
過
ご
す
こ
と
で
、
食
品
か
ら
の
摂

取
と
合
わ
せ
て
十
分
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を

摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
紫
外
線

を
過
剰
に
浴
び
な
い
よ
う
に
対
策
を
と

っ
た
上
で
、
外
へ
出
か
け
て
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
丈
夫
な
体
作
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

山
口
）

　

夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
は
、
外
出
の
機
会

が
増
え
る
時
期
で
す
。
楽
し
い
計
画
が

交
通
事
故
で
悲
し
い
思
い
出
に
変
わ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

◇
ゆ
と
り
を
も
っ
て

　

車
で
お
出
か
け
の
際
は
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
も
予
測
し
て
、
時
間
や

気
持
ち
に
ゆ
と
り
の
生
ま
れ
る
計
画
を

立
て
ま
し
ょ
う
。

◇
子
ど
も
の
外
出
に
は
ひ
と
声

　

子
ど
も
の
外
出
機
会
が
増
え
る
期
間

で
す
。
出
か
け
る
前
に
は
「
車
に
気
を

つ
け
て
」
と
声
を
か
け
る
な
ど
、
家
庭

で
も
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
夜
の
お
出
か
け
に
は
反
射
材
を

　

夜
間
の
涼
し
い
時
間
に
散
歩
等
で
外

出
す
る
機
会
も
増
え
ま
す
。
反
射
材
や

ラ
イ
ト
を
身
に
つ
け
て
、
周
り
に
自
分

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

◇
飲
酒
運
転
は
許
さ
な
い

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
も
運
転
に
影

響
し
ま
す
。
飲
ん
だ
ら
、
た
と
え
近
所

で
も
絶
対
に
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
力
で
飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

お
元
気
で
す
か
？

夏
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
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５
月
29
日
（
金
）
に
今
年
度
第
１

回
目
の
理
事
会
を
開
催
し
、
令
和
元

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
・
令
和

２
年
度
収
支
補
正
（
第
１
号
）
案
・

定
時
評
議
員
会
の
日
程
等
を
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
11
日
（
木
）
に
は
、

評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
元
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
・
令
和
２
年
度
収

支
補
正
（
第
１
号
）
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

手
作
り
雑
巾
を
い
た
だ
き
ま
し
た

  

有
志
で
サ
ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い

る
『
げ
ん
き
か
い
』
の
皆
様
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
手
作
り
雑
巾
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
、

さ
く
ら
の
里
等

で
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

６
月
は
口
と
歯
の
予
防
週
間
で
し

た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
食
後
の

歯
磨
き
や
、
義
歯
洗
浄
を
行
い
、
口

腔
内
の
清
潔
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

口
の
中
を
清
潔
に
す
る
事
は
、
歯

や
口
の
病
気
を
予
防
し
、
異
物
を
誤

っ
て
飲
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
や

認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

残
存
歯
の
あ
る
利
用
者
様
に
は
、
歯

科
診
療
所
の
協
力
の
も
と
、
虫
歯
予

防
に
効
果
の
あ
る
フ
ッ
素
を
使
用
し

た
う
が
い
を
行
い
、
ま
た
、
食
事
の

前
に
食
べ
物
を
飲
み
込
み
や
す
く
す

る
口
腔
体
操
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
で
、
利
用

者
様
が
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食
事

が
で
き
る
喜
び
や
、
生
き
が
い
に
つ

な
が
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

み
を
続
け
て
、
利
用
者
様
の
健
康
維

持
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　　

梅
が
美
味
し
い
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
く
ら
の
里
で
は
利
用
者

の
皆
様
と
一
緒
に
梅
の
シ
ロ
ッ
プ
漬

け
、
サ
ワ
ー
漬
け
、
そ
し
て
梅
干
し

を
作
り
ま
し
た
。
梅
干
し
は
、
現
在

塩
漬
け
に
し
て
あ
り
、
土
用
を
待
っ

て
、
干
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
ロ
ッ
プ
漬
け
と
サ
ワ
ー
漬
け
は
完

成
し
た
の
で
、
「
利
き
酒
」
な
ら
ぬ

「
利
き
梅
ド
リ
ン
ク
」
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
酸
っ
ぱ
い
物
を
好
ま

れ
る
方
も
お
ら
れ
れ
ば
、
梅
を
見
る

だ
け
で
、
顔
を
し
か
め
ら
れ
る
方
も

お
ら
れ
、
意
見
は
様
々
で
し
た
が
、

シ
ロ
ッ
プ
漬
け
の
方
が
甘
く
、
人
気

が
あ
り
ま
し
た
。

　

梅
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
お
り
、
疲
労
回
復
効
果
が
あ
り

ま
す
。
今
年
の
夏
は
、
梅
ド
リ
ン
ク

で
し
っ
か
り
と
水
分
補
給
を
し
て
、

暑
い
時
期
を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
紹
介

さ
く
ら
の
里
の
活
動
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
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前
回
の
広
報
誌
で
は
紫
外
線
対
策
の

お
話
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
紫
外
線
と

関
連
の
あ
る
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
」
の
お
話

を
し
ま
す
。
紫
外
線
は
体
内
で
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
の
合
成
を
助
け
る
効
果
が
り
ま

す
。

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
主
な
効
果
】

①
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
の
調
整

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
体
内
へ
の
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
不
足
す
る
と
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
量
が
減
少
し
て
骨
が

弱
く
な
り
、
骨
折
の
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
筋
力
の
向
上

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
は
、
筋
肉
中
の
タ
ン

パ
ク
質
の
合
成
を
促
進
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
筋
力
の
向
上
に
よ
り
、
高
齢

者
の
方
の
転
倒
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
不
足
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
妊
婦
へ
の
影
響
】

　

妊
婦
さ
ん
に
お
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の

不
足
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
将
来
の
骨
量

（
骨
の
密
度
）
が
低
下
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
摂
取
方
法
】

①
食
事
か
ら

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
摂
取
は
、
ま
ず
は
食

事
か
ら
が
基
本
で
す
。
食
品
と
し
て
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む
も
の
は
、
「
魚

類
」
と
「
き
の
こ
類
」
で
す
。
こ
れ
ら

の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
毎
日
の
食
事
に

含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足

に
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
紫
外
線
か
ら

　

食
事
か
ら
の
摂
取
の
み
で
は
不
足
気

味
に
な
り
ま
す
の
で
、
日
光
浴
に
よ
る

合
成
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線
を
浴
び
る
こ

と
で
、
皮
膚
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
合
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
陰
で
30
分

程
度
過
ご
す
こ
と
で
、
食
品
か
ら
の
摂

取
と
合
わ
せ
て
十
分
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を

摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
紫
外
線

を
過
剰
に
浴
び
な
い
よ
う
に
対
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を
と

っ
た
上
で
、
外
へ
出
か
け
て
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
丈
夫
な
体
作
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
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休
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の
機
会

が
増
え
る
時
期
で
す
。
楽
し
い
計
画
が

交
通
事
故
で
悲
し
い
思
い
出
に
変
わ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

◇
ゆ
と
り
を
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車
で
お
出
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け
の
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は
渋
滞
に
巻
き

込
ま
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る
こ
と
も
予
測
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て
、
時
間
や

気
持
ち
に
ゆ
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の
生
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れ
る
計
画
を

立
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ま
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ょ
う
。

◇
子
ど
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の
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出
に
は
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と
声

　

子
ど
も
の
外
出
機
会
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増
え
る
期
間

で
す
。
出
か
け
る
前
に
は
「
車
に
気
を

つ
け
て
」
と
声
を
か
け
る
な
ど
、
家
庭

で
も
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
夜
の
お
出
か
け
に
は
反
射
材
を

　

夜
間
の
涼
し
い
時
間
に
散
歩
等
で
外

出
す
る
機
会
も
増
え
ま
す
。
反
射
材
や

ラ
イ
ト
を
身
に
つ
け
て
、
周
り
に
自
分

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

◇
飲
酒
運
転
は
許
さ
な
い

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
も
運
転
に
影

響
し
ま
す
。
飲
ん
だ
ら
、
た
と
え
近
所

で
も
絶
対
に
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
力
で
飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

お
元
気
で
す
か
？

夏
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

工 事 入 札 結 果
入　札　日

令和２年６月４日 令和２年９月３０日新庄村保育所改修工事

工　　期事　業　名 業　者　名 落札価格（契約金額）

田村工務店（株） 16,500千円（18,150千円）

（10）令和2年7月20日発行第461号 広 報 新 庄（11）令和2年7月20日発行 第461号広 報 新 庄



　５月19日（火）、５・６年生が、総合の学習で「地域おこ
し協力隊」の皆さんにお話をうかがいました。隊員の皆さ
んの活動内容や仕事への思い、新庄村で働いて新たに感
じた村の魅力などを教えてもらいました。
　６月24日（水）、２年生が、生活科で「町たんけん」に出
かけました。グループに分かれて駐在所、公民館、道の駅
に行き、仕事の内容を教わったり、興味のあることを質問
したりしました。
　子どもたちは、自分たちの生活している新庄村のようす
や働く人について詳しく知れたり、地域について新たな視
点をもてたりすることができたと思います。
　７月７日（火）には、３・４年生が、社会科でカケ・野土
路の浄水施設の見学に行く予定です。

（新庄小学校　熊谷）

　６月９日（火）にキャリア教育の一環として、新庄村在住
の写真家森本二太郎さんによる夢・仕事講演会が行われ
ました。森本さんの幼少期から現在に至るまでの経験談
の中から、感じた思いや考えを熱く語っていただきました。
生徒たちの感想には、「夢に向かって進んでいくことがと
ても大切なことだと分かった」、「自分の気持ちを大切に
し、向き合うことがとても大切なことだ」、「仕事に対する
責任や自負の心はどんな仕事をやっていても大切なことだ
と思った」などと書かれていました。このように、生徒たち
は、森本さんの多くのメッセージに心を揺さぶられたようで
した。お話の最後には、自然や植物たちの美しい写真を見
せていただきました。森本さんの自然を愛する心が表現さ
れた数々の写真に生徒たちは、胸を震わせていました。
「自然を感じられる写真」、「自分も写真を撮ってみたい」
などの感想もありました。今回の講演会は生徒たちにとっ
て、これからの進路の指針を手助けするものになったと思
います。

（新庄中学校　河井）

小学校だより小学校だより 地域から学んでいます地域から学んでいます

夢・仕事講演会夢・仕事講演会中学校だより中学校だより
～「森本二太郎さんのお話」を聞いて～

（12）令和2年7月20日発行第461号 広 報 新 庄


